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11.仮設工 

11.1 総則 

11.1.1 総説 

本章は、東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震・津波対策として整備する施設を施工するために

必要な仮締切りにおける技術的事項や統一事項をとりまとめたものである。

本マニュアルに記載がない事項については、関連基準や参考資料に従うものとする。

関連基準や参考資料は、以下のとおりである。

道路土工仮設構造物工指針 平成 11年 3月 （社）日本道路協会

災害復旧工事の設計要領 平成 25年 7月 （社）全国防災協会

仮締切堤設置基準（案） 平成 22年 6月 30日 河川局治水課

鋼矢板二重式仮締切設計マニュアル 平成 13年 5月 7日 国土技術研究センター

土木工事仮設計画ガイドブック(Ⅰ)(Ⅱ) 平成 23年 3月 全日本建設技術協会

耐候性大型土のう積層工法設計・施工マニュアル

平成 24年 3月 （財）土木研究センター

11.1.2 適用の範囲 

国土交通省水管理・国土保全局が所管する海岸保全施設と河川管理施設の施工に際して、仮締め

切りが必要な施工において適用する。

解説 

本マニュアルは、今回の災害で復旧する施設の仮締め切りに適用する。仮締め切りを必要とし

ない施工においては、これによらない。
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11.2 海岸保全施設 

11.2.1 仮締め切りの高さ 

仮締め切りの高さは、潮位と波浪の影響、高潮の影響、施工期間を考慮して適切な高さに設定す

るものとする。

解説 

仮締め切りの高さは、“朔望平均満潮位＋施工期間における確率波高の 1/2＋0.5m（仮設道路兼
用の場合）”と“計画高潮位＋0.5m（仮設道路兼用の場合）”のいずれか高い方とする。
なお、施工期間における確率波高は、施工期間が 12ヶ月以内は 2年確率とし、13ヶ月以上は 5
年確率とする。また、各確率波高は波浪変形解析にて算出することとし、解析に使用する沖波諸元

は、「表 2.6.2 宮城県における計画波浪・計画潮位概要一覧表」による。

11.2.2 仮締め切りの構造 

仮締め切りの構造は、本体工の施工性等を考慮し、適切な構造を採用するものとする。

解説 

海岸堤防は、計画位置によって、ドライ施工となる場合や水中施工となる場合がある。背後地

盤高や既存施設の天端高なども考慮して、施工条件に応じた大型土のうや方塊ブロックの採用に

ついても検討することができるものとする。

ただし、既設堤防を開削する場合には、「仮締切堤設置基準（案） 平成 22年 6月 30日」を準
拠した構造、又はこれと同等の構造とするものとする。
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11.3 河川管理施設 

11.3.1 仮締め切りの高さ 

仮締め切りの高さは、潮位と波浪の影響、高潮の影響、河川流量のほか、施工期間を考慮して適

切な高さに設定するものとする。

解説 

「河口部」における締め切り高さは、「11.2.1 仮締め切りの高さ」と「仮締切堤設置基準（案）
平成 22年 6月 30日」によって設定される高さのいずれか高い方とする。
自己流区間においては、「仮締切堤設置基準（案） 平成 22年 6月 30日」によって設定される
高さとする。

11.3.2 仮締め切りの構造 

仮締め切りの構造は、「仮締切堤設置基準（案） 平成 22年 6月 30日（p23-3）」に準拠するもの
とし、本体工の施工性等を考慮し、適切な構造を採用するものとする。

解説 

河川区域における仮締め切りの構造は、「仮締切堤設置基準（案） 平成 22年 6月 30日」に準
拠した構造とする。
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11.4 参考資料 

11.4.1 仮締切堤設置基準（案） 平成22年6月30日 
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11.4.2 許可工作物技術審査の手引き（仮設） 
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